
5つの活用シーンと
具体的事例

像画 生 成 A I
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基本概念と手法
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「画像生成AIとは？」基本概念と手法

old

画像生成の手法

画像生成AIとは、大量の画像データを学習したAIが、
テキストや画像などのユーザーの入力に基づいて
新たな画像を生成する人工知能（AI）です。

G E N E R A T I V E  A I G E N E R A T I V E  A I画像生成AIとは？

「テキストから」
画像を生成

画像生成AIによる画像生成の手法は、大きく以下の3つに分類されます。

「写真/スケッチを参考に」
画像を生成

「既存画像の一部を加工し」
画像を生成

https://eow.alc.co.jp/search?q=generative&ref=awlj
https://eow.alc.co.jp/search?q=generative&ref=awlj


テキストから画像を生成

画像生成AIの中で、最も一般的なのは生成方法で、
ユーザーが設定したプロンプト(命令文)に従ってAIが画像を生成します。

例えば、「夕暮れ時の静かな湖の風景」というプロンプトを入力すると、
AIはその記述に基づいて、夕焼けの湖の画像を生成することができます。

日本人の女性の
画像を生成して

画
像
生
成

プ
ロ
ン
プ
ト(

指
示)



写真やスケッチを参考に画像を生成

A Iが既存の写真やスケッチを参考にして、新しい画像を生成する方法です。
既存のビジュアルを元に新しい画像を創出するため、

具体的なイメージの再現に適しています。

例えば、ある風景の写真を用いて、
異なる時間帯や季節のその場所の画像を作成することが可能です。

スケッチを元に
画像を生成して

画像:  p i k b e s t . c om
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既存の画像の一部を加工

画
像
生
成

A Iを活用して、既存の画像の一部を加工する方法です。
既存の画像の特定の部分を変更することで、

新たなデザインを具体化するのに適しています。

例えば、キャラクターの衣装や背景を変更して
新しいシーンを創出することが可能です。

黒い革のソファ
に変更して

プ
ロ
ン
プ
ト(

指
示)



画像生成AIが
「得意なこと」「苦手なこと」
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画像生成AIが得意なこと・苦手なこと
画像生成AIをビジネスで利用する際には、

その　　　　　と　　　をしっかりと理解することが重要です。限界得意分野

苦手なこと得意なこと

　・広告ビジュアルの作成
　・実在しない人物の作成
　・ゲームのキャラ作成
　・空飛ぶ車のイメージ画の作成

例

•大まかなイメージの画像を生成する
•存在しない物の画像を生成する

•理想通りの完璧な画像を生成する
•実在するものを正確に反映する

例
　・機械の部品図や建築図の生成
　・詳細な製品写真の生成
　・実在する建造物の完全再現
　・技術部品の正確な3Dモデリング



得意

画像生成AIが「得意」なこと
画像生成AIは、

抽象的なアイデアから具体的な画像を生成することが得意 です。

広告やキャラクターデザイン、新製品のコンセプト視覚化などの
ビジネスシーンでの活用が可能です。

広告ビジュアルの作成 実在しない人物の作成 新商品のイメージ画
得意 得意



画像生成AIが「苦手」なこと

苦手 苦手

画像生成AIは、
実在するもの再現や細部の完璧性を求められる画像の生成は苦手です。

技術図面の作成や特定人物の正確なポートレートなど、
細かいディテールが求められる場面での使用は適していません。

AIにより生成された画像 実際の写真東
京
駅
の
画
像
を
生
成
す
る
と…

建
築
図
を
生
成
す
る
と…

実在するものを正確に反映する 実在するものを正確に反映する

雰囲気は似ているが細部が異なる それっぽいが「全く使えない」もの



画像生成AIを活用できる
ビジネスシーン
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画像生成AIを活用できるビジネスシーン

画像生成AIは、ビジュアルコンテンツを迅速に作成でき、
マーケティングや商品開発、建築デザインなどの多様なビジネスシーンで

効率化とクリエイティビティの向上に貢献します。

具体的には以下のようなシーンで高い効果を発揮します。

資料作成 広告の
クリエイティブ作成 商品開発 不動産/建築業界

パース作成
アパレル業界
デザイン作成



例）ウェディングケーキのデザイン提案

シーン1：資料作成における活用法
プロジェクトの提案段階で、画像生成AIを活用して

具体的なビジュアルイメージを作成することができます。
これにより、クライアントに対して提案内容を視覚的に伝えることができ

理解を深め、承認を得やすくすることができます。

＜ケース①提案内容のイメージ作成＞



コスト削減や
スピーディな制作、
著作権問題を回避できるなど
様々なメリットがあります。

(AI生成画像を活用した広告例)

シーン2：広告のクリエイティブ作成
画像生成AIは、実在しない人物を作るのが得意です。

これにより作成した架空の人物画像を使った広告が可能。
撮影にかかるコスト(人件費/時間/手間)などを大幅に削減し

効率的に広告を打つことが可能になります。

＜ケース①：実在しない人物の生成＞



シーン2：広告のクリエイティブ作成

新商品のビジュアルを画像生成AIで生成することで、
製品のコンセプトを早期に視覚化し、

マーケティング資料や広告に使用できます。

＜ケース②：新商品のビジュアルの生成＞



シーン2：広告のクリエイティブ作成

商品画像の背景を画像生成AIで変えることができます。
商品をより魅力的に見せるための多様な背景を簡単に試すことができ、

撮影コストの削減が可能です。

＜ケース③：商品画像の背景を変える＞

加工前は
背景は殺風景

背景パターンをすばやく生成し、
即座に試すことができるため、
アイデアの実験や調整が容易に。
最適なパターンを見つけるまでの
時間が短縮されます。



シーン3：商品開発における活用
画像生成AIはさまざまなテイストの画像を素早く出力できるため

新商品のパッケージデザイン案を素早く生成できます。
複数のデザインオプションを短時間で比較・検討でき

デザイン決定のプロセスを効率化することができます。

＜コーヒー豆のパッケージ案＞



シーン4：不動産・建築業界での活用
テキストで記述されたイメージを基に、

画像生成AIを使ってパース（立体図）を作成することができます。
これにより、デザインの初期段階で

視覚的なフィードバックを得ることが容易になります。

＜ケース①：テキストからパースの作成＞



シーン4：不動産・建築業界での活用
手書きのスケッチを画像生成AIに取り込み、
詳細なパースを作成することができます。

これにより、デザインのアイデアを迅速に具現化し、
関係者とのコミュニケーションをスムーズに行うことが可能です。

＜ケース②：スケッチからパースの作成＞



シーン4：不動産・建築業界での活用
画像生成AIを用いて、

既存の空間や建物のリファーム（改修）案を視覚化することができます。
これにより、リファーム後のイメージを事前に確認しやすくなり、

計画を立てやすくなります。

＜ケース③：リファーム案の作成＞



シーン4：不動産・建築業界での活用
既存の部屋や空間の画像に対して、

画像生成AIを用いて家電や家具を変更することができます。
これにより、新しいインテリアやレイアウトを視覚的に試すことができ、

購入前の検討材料として利用できます。

＜ケース④：家電・家具の変更＞

実在するものを正確に反映することは2024年6月時点ではまだ難しいです



シーン5：アパレル業界での活用法
画像生成AIは、多様なスタイルや色の組み合わせを試すことができるので

服のデザイン案を作成する際にも役立ちます。
これにより、デザインのバリエーションを増やし、

より魅力的な製品を開発することができます。

＜ケース①：服のデザイン案の作成＞
例）ワンピースのデザイン案



企業の活用実例
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企業の活用実例①：商品パッケージ

パッケージデザイン用に改良した画像生成AIを活用して、
マンダムや伊藤園は自社製品のパッケージのデザイン開発を行っています。

引用①：PR TIMES.（https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000042.000062916.html） 引用②：PR TIMES. （https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000037.000062916.html）

https://robotstart.info/2023/03/16/turing-kashiwa-nova.html
https://robotstart.info/2023/03/16/turing-kashiwa-nova.html


企業の活用実例②：商品デザイン
Tu r i n g株式会社は、画像生成AI「S t a b l e  D i f f u s i o n」を活用して

完全自動運転EVのコンセプトカーをデザインしました。
それだけでなく、自社エンブレムのデザインプロセスにも

画像生成AIを活用しています。

引用: ロボスタ. （https://robotstart.info/2023/03/16/turing-kashiwa-nova.html）

https://robotstart.info/2023/03/16/turing-kashiwa-nova.html


企業の活用実例③：AIモデル
パルコ、ファッションセンターしまむら、三越伊勢丹は

それぞれ画像生成AIを使って作成したAIモデルを
広告やPRに活用し、顧客の興味を引くことに成功しています。

ITmedia News. 
（https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2311/01/news093.html）

PR TIMES. 
（https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000002676.000008372.html）

PR TIMES.
（https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000170.000066095.html）

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000002676.000008372.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000170.000066095.html


企業の活用実例④：ゲーム開発
ゲーム会社のレベルファイブは、画像生成AI「S t a b l e  D i f f u s i o n」を

ゲーム開発やプロモーションに活用しています。
例えば、

「メガトン級ムサシW」のタイトル画面のレイアウト案や
「妖怪ウォッチ」の3Dモデルのイメージ画像をA Iで生成しています

引用: PRTIMES. （https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2312/12/news175.html）



ビジネスシーンで活用できる
画像生成AI
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ビジネスシーンで活用できる画像生成AI
ここからは、ビジネスシーンで特に活用しやすい

3つの画像生成AIツール
の特徴について解説します。

それぞれのツールには独自の特徴があり、用途に応じて最適なツールを選ぶことで、
最大限に引き出すことができます。

Adobe FireflyMidjourneyStable Diffusion
特徴

ユーザーが
細部までカスタマイズでき
独自のスタイルやブランドに
合わせた画像生成が可能。

特徴

最新技術を活用して
高品質な画像を生成。

特に写真のようにリアルな画像が
求められるプロジェクトに最適。

特徴

著作権や知的財産権を守るための
トレーニングデータを使用しており

商用利用でも法的リスクを
回避できる。

高いカスタマイズ性 画像のクオリティの高さ 法的リスクの回避



Stable  Dif fus ion
S t a b l e  D i f f u s i o nは、

S t a b i l i t y  A Iが開発したオープンソースの画像生成AIです。
オープンソースということから多くの画像生成AIツールで利用されています。

Stable Diffusionで生成された画像

ビジネスおすすめ度 ★★★★☆
使いやすさ ★﻿★☆☆☆
生成画像の質 ★★★★☆
カスタマイズ性 ★★★★★
法的安全性 ★﻿★☆☆☆

Stable Diffusionの特徴
Stable Diffusionの最大の特徴は、オープンソースであ
ることです。

無料で利用可能なため、初期投資を抑えつつ、高品質な
画像生成が可能です。これにより、小規模な企業でもリ
ソースを有効活用し、クリエイティブなプロジェクトを
進めることができます。

また、カスタマイズ性が高く、自社のニーズに合わせて
調整が可能です。さらに、生成画像の解像度が高く、多
様な業界での利用が期待されます。

ただし、オープンソースであるため、誰でも自由に利用
できる一方で、技術的な知識が求められることが多いで
す。



Midjourney
Mi d j o u r n e y (ミッドジャーニー)は、

チャットアプリのD i s c o r d上で利用できる画像生成AIで、
その高いクオリティの画像が人気を集めています。

Midjourneyで生成された画像

ビジネスおすすめ度 ★★★★☆
使いやすさ ★﻿★★☆☆
生成画像の質 ★★★★★
カスタマイズ性 ★★★★☆
法的安全性 ★﻿★☆☆☆

Midjourneyの特徴

Midjourneyの最大の特徴は、生成される画像のクオリ
ティの高さです
特に最新バージョンの「V6」では、写真と見間違える
ほどのリアルで詳細な画像を生成することができます。
この高品質な画像生成は、マーケティングや広告キャン
ペーンなどのビジネス用途において大きなメリットとな
ります。

さらに、アニメ風の画像も生成可能で、ターゲット層に
応じた多様なビジュアルを迅速に作成できます。



Adobe FIref ly
「Ado b e  F i r e f l y」は、

クリエイター向けツールのPho t o s h o pや I l l u s t r a t o rで有名なAdo b eによって
開発された画像生成AIツールです。

Adobe Fireflyで生成された画像

ビジネスおすすめ度 ★★★★★
使いやすさ ★★★★☆
生成画像の質 ★★★☆☆
カスタマイズ性 ★★★☆☆
法的安全性 ★★★★﻿★

Adobe FIreflyの特徴
Adobe Fireflyの最大の特徴は、著作権侵害リスクの低
さです
Adobe Fireflyは数百万点に及ぶAdobe Stockの画像
や、著作権が消滅したコンテンツをトレーニングデータ
として使用しているため、生成される画像は著作権侵害
のリスクを大幅に低減しています。

また、既存の画像の一部を生成AIで編集したり、背景
を拡大することも可能です。例えば、生成塗りつぶし機
能を使用することで、既存の画像の服装のみを自然に変
更することができます。

さらに、日本語でのプロンプト入力にも対応しているた
め、初心者でも簡単に高品質な画像を生成することがで
きます。



最後に
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最後に
ここまで読んでいただきありがとうございます。 

画像生成AIのビジネス活用のイメージはついたでしょうか？ 

ただ、中には活用してみたいと思ったけれど、
自分では難しいと感じたり、イメージは湧いたものの、

自分の仕事にどう生かせば良いのかわからないと感じている方もいるかもしれません。

業務効率化のために使いたいが、
具体的な使い方がわからない

画像生成AIに関する
ビジネスを始めたいが

相談できる相手がいない...
画像生成AIを使ってみたが、
理想の画像を作るのが難しい...



最後に

当社は月間30万PV以上の生成AI専門メディア「A i n o v a」を運営

サイト内では毎月          枚以上の画像が生成される画像生成AIツール
も提供しています。

100万

そのため、画像生成AIについての最新情報のキャッチアップはもちろん
AIを使って理想の画像を生成するコツや

画像生成AIツールの開発についても豊富な知識と経験を持っています。

無料のオンライン相談会実施中! !
（202 4年6月現在）

https://generativeinfo365.com/


最後に

無料で相談をする

あなたのビジネスに最適な画像生成AIの活用方法を

一緒に見つけましょう！

具体的なイメージがなくても構いません。
ぜひこの機会にご相談ください。

ご応募お待ちしております。

↑ここをクリック↑

無料のオンライン相談会実施中! !
（202 4年6月現在）

https://form.run/@o-takai--C94NHvvDnpYUnapB9c0X


月間30万PVの生成AI専門メディア
「A i n o v a」

事業内容
・生成AIメディア「Ainova」の運営
・データ分析支援
・コンサルティングサービス提供

社名
株式会社セントラルオフィス

設立年月日
2021年11月2日

本社所在地
東京都台東区上野 6丁目１番6-1005号

会社概要


